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今年、町内の中学校（南風原・南星中学校）
を卒業した生徒は何名でしょうか？

❶ 499人
❷ 465人
❸ 512人

はえばるクイズ3月号のこたえ・・・①祈り・願い
とまちゃん

広報誌に載せきれ
なかった写真や
取材内容を掲載☆

生活情報から
イベントまで
幅広く配信☆

町公式LINE はえトピQ

クイズの答えは、
町公式LINEのメニューにある
”広報はえばる”ボタン

または広報はえばる次号で
チェックしてね♪

町ホームページ
編 集 後 記

町LINE
公式アカウントが
新しくなりました☆
詳しくはP9へ

世帯数 17,509戸（＋6）

男　性
女　性

20,348
21,123

人
人
（＋9）
（－1）

人　口 41,471人（＋8）

2
月
の
人
の
動
き

出　生
死　亡
転　入
転　出

28人
28人
123人
115人

南風原町の人口
（2月末現在）

　町の公式LINEが4月から新
しくなりました。町からのお
知らせや生活に役立つ情報
を、より分かりやすく皆さん
にお届けできるよう工夫して
います。ぜひこの機会に友だ
ち登録をして、身近な情報の
受け取りにご活用ください♪
　これからも多くの方に役立
つ情報発信に努めていきま
す。

窓口開設日
時　　　間

4月9日（木）・23日（木）
17：30～19：30

マイナンバーカード夜間窓口
予約制ですので、希望の方は
ネットまたは電話でのご予
約をお願いします。

マイナンバーカードの
お手続きには予約が必要です

マイナンバー※予約外の方はお待ち時間が長くなる場合がございます。

ネットからも
予約できます

役場1階　住民環境課（①番窓口）
予約・受付窓口 ☎889-4414

　窓口の混雑を解消し、待ち時間を少なくするためにマ
イナンバーカードの申請には予約が必要です。18歳以
上の方の5年目の更新・暗証番号初期化・紛失再交付申請
等については予約は必要ありません。

※予約取消・変更の場合はお電話ください。 
※ご予約は窓口開設日の前日までです。 
※ご予約がすでに満席となっている場合がございますのでご了承ください。

主なトピックス 
・令和8年度施政方針 P2-5・・・・・・

・町LINE公式アカウントが
 新しくなりました P9・・・・・・・・・・・

・令和8年4月19日は南風原町長
 選挙の投票日です P20・・・・・・・・・・

・地方創生臨時交付金を活用した
 物価高騰対策事業を実施します

P12・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 南風原町長選挙の
 投票日です。

第1投票所：ちむぐくる館

令和8年 4月19日(日) 

第2投票所：町立中央公民館
第3投票所：津嘉山地域振興資料館

期 間:4月15日（水）～18日（土）
時 間:8:30～20:00
場 所:役場1階ロビー

投票日時

投票所

期日前投票（町総合保健福祉防災センター）

選挙管理委員会 ☎889-4253問

　任期満了に伴う南風原町長選挙の
投票日が4月19日（日）に決定しまし
た。私たち南風原町民にとって身近
な選挙であり、町政を託す町長を選
ぶ大事な選挙です。

7:00～20:00

令和8年 4月19日は

撮影場所：南風原中学校
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　私
は
平
成
30
年
5
月
の
町
長
就
任
以

来
、未
来
へ
つ
な
ぐ「
愛・夢・
安
ら
ぎ
」を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、南
風
原
町
総
合
計

画
の
将
来
像
で
あ
る「
と
も
に
つ
く
る
黄

金
南
風
の
平
和
郷
」の
実
現
と
、町
民
皆
様

と
の
公
約
で
あ
る
7
つ
の
政
策
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　任
期
期
間
中
は
、保
育
待
機
児
童
の
解

消
、高
校
生
年
齢
ま
で
の
医
療
費
無
償
化

の
拡
大
、若
年
妊
産
婦
支
援
や
若
者
支
援

な
ど
を
通
じ
て
、安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　ま
た
、高
齢
者
の
タ
ク
シ
ー
初
乗
り
料

金
の
助
成
や
加
齢
性
難
聴
者
に
対
す
る

補
聴
器
購
入
費
の
補
助
な
ど
を
実
施
し
、

高
齢
者
に
も
や
さ
し
い
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　教
育
分
野
で
は
、幼
稚
園
及
び
小
中
学

校
全
教
室
へ
の
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
、北
丘

小
学
校
体
育
館
の
建
て
替
え
や
プ
ー
ル

改
築
、G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推

進
、さ
ら
に
は
医
療
的
ケ
ア
児
に
対
す
る

看
護
職
の
配
置
な
ど
、誰
も
が
安
心
し
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
教
育
環
境
の
充
実

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
物

価
高
騰
等
の
影
響
を
受
け
た
町
民
や
事

業
者
に
対
し
て
は
、商
品
券
配
布
な
ど
、

そ
の
時
々
の
状
況
に
応
じ
た
生
活
支
援

策
を
講
じ
ま
し
た
。令
和
8
年
度
も
町
民

へ
1
万
円
の
商
品
券
を
配
布
す
る
ほ
か
、

水
道
基
本
料
金
の
3
か
月
分
支
援
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　男
女
共
同
参
画
に
お
い
て
は
、女
性
デ

ジ
タ
ル
教
育
･
就
労
支
援
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　道
路
整
備
で
は
町
道
73
号
線
と
津
嘉

山
中
央
線
の
一
部
を
完
了
し
ま
し
た
。ま

た
、公
園
事
業
は
、津
嘉
山
公
園
整
備
を

重
点
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、令
和
8

年
度
に
全
面
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　津
嘉
山
北
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、令

和
6
年
度
ま
で
に
全
体
面
積
の
約
65
%

を
整
備
し
ま
し
た
。下
水
道
事
業
の
汚

水
整
備
は
、本
部
、喜
屋
武
、照
屋
地
内

を
、雨
水
整
備
は
照
屋
地
内
の
整
備
を
重

点
的
に
進
め
ま
し
た
。

　都
市
計
画
に
お
い
て
は
、都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
を
行
い
、市
街
化

区
域
の
拡
大
、用
途
地
域
の
変
更
、地
区

計
画
の
策
定
を
実
施
し
ま
し
た
。

　交
通
政
策
で
は
、交
通
基
本
計
画
及
び

総
合
交
通
戦
略
を
策
定
し
、モ
ビ
の
実
証

運
行
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　自
治
体
D
X
は
、D
X
推
進
班
を
新
設

し
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推

進
な
ど
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
の
向

上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　財
政
運
営
で
は
、厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、第
三
次
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
累
積
赤

字
の
解
消
や
財
政
調
整
基
金
の
確
保
に

取
り
組
む
な
ど
、健
全
で
持
続
可
能
な
財

政
基
盤
の
確
立
を
図
り
ま
し
た
。

　私
の
任
期
も
、残
す
と
こ
ろ
2
か
月
余

り
と
な
り
ま
し
た
が
、平
和
・
教
育
・
文

化
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
等
の
様
々
な
分

野
に
お
い
て
、引
き
続
き
町
民
皆
様
の
声

に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、共
に
歩
む
姿
勢
を

大
切
に
し
な
が
ら
、残
さ
れ
た
任
期
を
全

う
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　そ
れ
で
は
、令
和
8
年
度
に
実
施
す
る

施
策
に
つ
い
て
、そ
の
骨
子
を
申
し
述
べ

ま
す
。

　令
和
8
年
度
は
、第
五
次
南
風
原
町
総

合
計
画
の
最
終
年
度
で
す
。こ
れ
ま
で
の

施
策
に
つ
い
て
総
括
的
な
評
価・検
証
を

行
い
、そ
の
成
果
と
課
題
を
次
期
総
合
計

画
へ
と
着
実
に
引
き
継
ぐ
こ
と
で
、持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
を
確
か
な

も
の
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　そ
し
て
、こ
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、

は
じ
め
に

み
ん
な
で
考
え
、み
ん
な
で
創
る

わ
く
わ
く
す
る
ま
ち
に
つ
い
て

き
ら
き
ら
と
輝
く
人
が

育
つ
ま
ち
に
つ
い
て

と
も
に
つ
く
る

黄
金
南
風
の
平
和
郷
に
つ
い
て

こ
が
ね
は
え

さ
　
　と

　町
民
へ
の
情
報
提
供
の
強
化
に
向
け

て
、町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
続
き
、公

式
L
I
N
E
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
も
取

り
組
み
、町
民
が
最
新
の
行
政
情
報
を
タ

イ
ム
リ
ー
に
受
け
取
れ
る
環
境
を
整
備

し
ま
す
。引
き
続
き
、S
N
S
な
ど
多
様

な
媒
体
を
効
果
的
に
活
用
し
、迅
速
か
つ

確
実
な
行
政
情
報
の
発
信
に
取
り
組
み

ま
す
。

　さ
ら
に
、町
民
と
の
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、ま

ち
メ
ー
ル
な
ど
に
加
え
、各
種
委
員
会
へ

の
公
募
委
員
の
積
極
的
な
登
用
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
活
用
な
ど
幅

ち
む
ぐ
く
る
で
と
も
に
つ
く
る

福
祉
と
健
康
の
ま
ち
に
つ
い
て

　民
生
部
の
組
織
再
編
を
行
い
、保
健
福

祉
課
を
福
祉
課
に
改
め
、庁
舎
2
階
に
こ

ど
も
課
を
移
転
す
る
な
ど
、地
域
福
祉
及

び
相
談
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。ま
た

児
童
福
祉
機
能
と
母
子
保
健
機
能
を
一

本
化
し
た「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」を

設
置
し
ま
す
。

　施
設
整
備
は
、ち
む
ぐ
く
る
館
、宮
平

保
育
所
及
び
北
丘・本
部
の
両
児
童
館
に

お
い
て
照
明
L
E
D
化
等
を
行
い
ま
す
。

　子
ど
も
・
子
育
て
支
援
は
、こ
ど
も
誰

で
も
通
園
制
度
の
本
格
実
施
、こ
ど
も
医

療
費
の
高
校
卒
業
年
齢
ま
で
の
現
物
給

付
を
継
続
し
ま
す
。学
童
待
機
対
策
は
、

新
た
に
津
嘉
山
小
校
区
に
1
施
設
を
新

設
し
ま
す
。こ
ど
も
の
貧
困
対
策
は
、こ

ど
も
、若
年
妊
産
婦
及
び
若
者
へ
の
切
れ

目
な
い
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　障
が
い
者（
児
）の
自
立
に
向
け
た
支

援
の
推
進
や
高
齢
者
の
介
護
予
防
お
よ

び
認
知
症
対
策
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図

り
ま
す
。ま
た
、権
利
擁
護
を
含
む
相
談

支
援
体
制
の
強
化
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

　家
庭
教
育
、ふ
る
さ
と
教
育
、学
校
教
育

を
通
じ
て
、自
ら
考
え
、決
め
、行
動
で
き

る
人
を
育
て
ま
す
。人
と
人
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
、よ
り
大
き
な
力
を
発
揮
で

き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、家
庭
と
学
校
、

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　学
校
教
育
に
お
い
て
は
、学
校
運
営
協

議
会
を
中
心
と
し
た「
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
」を
推
進
し
、地
域
と
学

校
が
連
携・協
働
し
た
地
域
学
校
協
働
本

部（
学
校
応
援
隊
は
え
ば
る
等
）の
活
性

を
図
り
ま
す
。ま
た
、基
礎
学
力
の
土
台

で
あ
る「
読
み
解
く
力
」を
強
化
す
る
た

め
、新
た
に
研
究
推
進
校
を
指
定
し「
確

か
な
学
力
」の
向
上
を
図
り
、さ
ら
に

I
C
T
を
最
大
限
に
活
用
し「
わ
か
る
授

業
」を
展
開
し
ま
す
。登
校
に
不
安
を
抱

え
る
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
は
、関
係
機

関
と
連
携
し
、一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ

た
伴
走
型
支
援
を
継
続
し
ま
す
。幼
稚
園

教
育
で
は
、幼
保
こ
小
架
け
橋
期
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
推
進
し
、小
学
校
へ
の
円
滑

な
接
続
を
図
り
ま
す
。ま
た
、幼
稚
園
の

給
食
の
提
供
回
数
を
拡
充
し
、子
育
て
世

帯
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　学
校
給
食
は
、共
同
調
理
場
の
一
部
改
修

を
行
い
、衛
生
対
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　教
育
施
設
は
、築
39
年
に
な
る
南
星

中
学
校
の
施
設
改
修
を
検
討
す
る
た
め
、

耐
力
度
調
査
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、計

画
的
に
小
中
学
校
校
舎
の
照
明
L
E
D

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　生
涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め
に
、中
央

公
民
館
や
文
化
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し

て
、多
く
の
町
民
の
学
び・体
験・交
流
が

で
き
る
機
会
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。ま

た
、魅
力
あ
る
図
書
館
を
目
指
し
、電
子

図
書
や
地
域
資
料
等
の
整
備・充
実
を
進

め
ま
す
。

　交
流
関
連
事
業
は
、海
外
移
住
者
子
弟

研
修
生
事
業
、民
俗
芸
能
交
流
会
の
開

催
、青
少
年
国
際
交
流
事
業
で
中
学
生
の

カ
ナ
ダ
国
派
遣
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、

文
化
セ
ン
タ
ー
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
沖

縄
や
南
風
原
の
歴
史
資
料
等
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
て
公
開
し
、活
用
を
推
進
し

ま
す
。

　ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
、黄
金
森
公
園
施
設

を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
等
を

誘
致
し
ま
す
。ま
た
、町
民
に
広
く
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
機
会
を
設
け
、生
涯
ス

ポ
ー
ツ
や
競
技
力
向
上
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

広
い
対
話
の
機
会
を
確
保
し
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、町
民
の
町

政
へ
の
参
画
を
推
進
し
、そ
の
声
が
町
政

に
適
切
に
反
映
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

こ
れ
ま
で
掲
げ
て
き
た「
平
和
」「
自
立
」

「
共
生
」の
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
、そ

の
歩
み
を
確
か
な
も
の
と
し
、将
来
像
で

あ
る「
と
も
に
つ
く
る
黄
金
南
風
の
平
和

郷
」の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　平
和
行
政
で
は
、町
民
平
和
の
日
を
中

心
に
、子
ど
も
平
和
学
習
交
流
事
業
に
よ

る
小
学
生
の
派
遣
、沖
縄
陸
軍
病
院
南
風

原
壕
群
の
活
用
な
ど「
平
和
」の
尊
さ
を

願
う
町
民
の
心
を
国
内
外
へ
発
信
し
、平

和
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

～令和8年度施政方針～
「施政方針」とは町長が各年度においてこれからの町政運営に向けての
基本的な考え方や主な施策の方向性を示すものです。
令和8年度の重点施策など町の取組についてお知らせします。南風原町長 赤嶺 正之

令和8年度施政方針

未来へつなぐ
愛・夢・安らぎ
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工
夫
と
連
携
で
産
業
が

躍
動
す
る
ま
ち
に
つ
い
て 

　農
業
振
興
は
、農
地
の
保
全
や
土
壌
改

良・地
力
増
強
と
し
て
土
づ
く
り
奨
励
補

助
を
継
続
し
ま
す
。ま
た
、か
ぼ
ち
ゃ
の

増
産
支
援
や
農
作
物
被
害
防
止
事
業
な

ど
を
実
施
し
、農
業
経
営
基
盤
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

　さ
ら
に
、町
農
業
委
員
会
や
農
業
関
係

団
体
と
連
携
し
、耕
作
放
棄
地
等
の
解

消
、農
地
の
確
保・集
積
、新
規
就
農
者
の

担
い
手
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　基
幹
作
物
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
、経
営
支

援
や
病
害
虫
対
策
に
取
り
組
み
生
産
拡

大
を
図
り
ま
す
。

　畜
産
振
興
は
、経
営
の
安
定
化
を
目
指

し
、畜
産
公
害
・
環
境
保
全
対
策
事
業
や

家
畜
伝
染
病
予
防
事
業
、畜
産
振
興
対
策

事
業
な
ど
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　商
工
振
興
は
、町
商
工
会
と
連
携
し
商

品
展
開
力
強
化
支
援
事
業
を
通
じ
て
特

産
品
の
開
発
、生
産
性
向
上
に
取
り
組
み

ま
す
。さ
ら
に
町
内
中
小
企
業
の
経
営
基

盤
強
化
を
図
り
、本
町
へ
の
新
た
な
企
業

立
地
を
促
進
・
支
援
し
、雇
用
拡
大
を
推

進
し
ま
す
。

　雇
用
対
策
は
、女
性
の
活
躍
を
推
進
す

る
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
教
育
と
就
労
ま
で

一
貫
し
た
支
援
を
行
う
、地
域
女
性
活
躍

推
進
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
は
、後
継
者

育
成
事
業
等
を
実
施
し
、琉
球
絣
・
南
風

原
花
織
の
新
規
従
事
者
の
養
成
と
後
継

者
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、琉
球

絣
事
業
協
同
組
合
と
連
携
し
、県
内
外
で

の
販
路
開
拓
、展
示
即
売
会
や
P
R
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

　観
光
振
興
は
、町
観
光
協
会
と
連
携
し

観
光
施
策
の
推
進・振
興
を
図
る
と
と
も

に
、観
光
大
使
や「
は
え
る
ん
」の
情
報
発

信
力
を
活
用
し
、本
町
の
P
R
活
動
を
促

　「第
五
次
南
風
原
町
行
政
改
革
大
綱
」

に
掲
げ
る
3
つ
の
基
本
方
針
を
柱
に「
行

政
改
革
大
綱
実
施
計
画
」に
定
め
た
具
体

的
な
取
組
事
項
を
着
実
に
推
進
し
、急
激

な
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

健
全
で
持
続
可
能
な
行
財
政
経
営
と
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め

ま
す
。

　ま
た「
南
風
原
町
D
X
推
進
計
画
」に

基
づ
き
、行
政
手
続
き
の
さ
ら
な
る
利
便

性
向
上
や
業
務
の
効
率
化
を
図
る
な
ど
、

自
治
体
D
X
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　令
和
8
年
度
当
初
予
算
は
、人
件
費
の

増
加
や
物
価
高
騰
な
ど
厳
し
い
財
政
状

環
境
と
共
生
す
る
美
し
く

住
み
よ
い
ま
ち
に
つ
い
て 

　住
み
良
い
住
環
境
と
循
環
型
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、町
民
や
N
P
O
、企
業

等
と
連
携
し
、ご
み
の
減
量
化
や
資
源

化
・
再
利
用
を
促
進
し
、脱
炭
素
社
会
の

構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　ま
た
、資
源
化
物
の
収
集
分
別
の
新
た

な
体
制
に
つ
い
て
、町
民
へ
の
周
知
、丁

寧
な
説
明
を
行
い
、円
滑
な
移
行
に
取
り

組
み
ま
す
。

　ご
み
の
不
法
投
棄
対
策
は
、巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
、立
て
看
板
等
の
設
置

や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
通
じ
て
、効
果

的
な
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
環

境
教
育
の
一
環
と
し
て
、S
D
G
s
の
取

組
や「
は
え
ば
る
エ
コ
セ
ン
タ
ー
」を
活

用
し
た
環
境
講
座
、学
校
と
の
連
携
に
よ

る
環
境
学
習
支
援
事
業
を
実
施
し
、子
ど

も
た
ち
の
環
境
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま

す
。　町

民
の
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
悪
臭

等
の
公
害
問
題
に
対
し
て
は
、各
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
生
活
環
境
の
保
全

に
努
め
ま
す
。

み
ど
り
と
ま
ち
が
調
和
し
た

安
全・安
心
の
ま
ち
に
つ
い
て

　都
市
化
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
が

進
む
中
、地
域
と
の
協
働
に
よ
り
、安
全・

安
心
な
環
境
基
盤
の
整
備
に
取
り
組
み
ま

す
。　防

災
対
策
は
、防
災
対
策
班
を
新
設
し

体
制
強
化
を
図
り
ま
す
。ま
た
、防
災
行
政

無
線
と
デ
ジ
タ
ル
媒
体
と
の
連
携
に
よ

り
、迅
速
か
つ
的
確
な
情
報
発
信
を
図
り

ま
す
。さ
ら
に
、自
主
防
災
組
織
の
結
成
及

び
活
動
を
支
援
し
、町
民
一
人
ひ
と
り
の

防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　ま
た
、特
殊
詐
欺
を
は
じ
め
と
す
る
犯

罪
か
ら
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
、関
係
機
関
や
地
域
社
会
と
連
携
し
た

総
合
的
な
対
策
を
講
じ
、地
域
の
安
全・安

心
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　道
路
事
業
は
、引
き
続
き
町
道
9
号
線
、

10
号
線
、16
号
線
、1
4
3
号
線
の
整
備
を

進
め
ま
す
。ま
た
、町
道
1
2
6
号
線
の
橋

梁
修
繕
設
計
業
務
、町
内
の
橋
梁
定
期
点

検
を
実
施
し
ま
す
。

　街
路
事
業
は
、引
き
続
き
津
嘉
山
中
央

線（
2
工
区
）の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　公
園
事
業
は
、黄
金
森
公
園
の
町
民
体

育
館
建
設
に
つ
い
て
は
、急
激
な
社
会
環

境
に
対
応
す
る
た
め
詳
細
計
画
の
見
直
し

に
取
り
組
み
ま
す
。併
せ
て
陸
上
競
技
場

斜
面
地
の
地
す
べ
り
対
策
を
実
施
し
ま

す
。ま
た
、津
嘉
山
公
園
は
継
続
し
て
整
備

を
実
施
し
ま
す
。

　河
川
事
業
は
、長
堂
川
の
浚
渫
工
事
を

実
施
し
、河
川
の
氾
濫
対
策
や
水
質
改
善

に
取
り
組
み
ま
す
。

　津
嘉
山
北
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、本

部
公
園
線
の
道
路
築
造
工
事
及
び
物
件
補

償
を
中
心
に
事
業
を
進
め
ま
す
。

　下
水
道
事
業
の
汚
水
整
備
は
、引
き
続

き
津
嘉
山
北
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域

内
、津
嘉
山
集
落
内
及
び
、本
部・喜
屋
武・

照
屋
地
内
の
整
備
を
進
め
ま
す
。ま
た
、雨

水
整
備
も
継
続
し
て
照
屋
地
内
、兼
城
地

内
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　農
業
集
落
排
水
事
業
は
、神
里
地
区
汚

水
処
理
施
設
老
朽
化
に
伴
う
再
整
備
事
業

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　ま
た
、整
備
済
み
区
域
の
下
水
道
接
続

率
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　都
市
計
画
関
連
は
、沖
縄
県
が
実
施
す

る
市
街
化
区
域
の
定
期
見
直
し
に
向
け
、

本
町
の
将
来
像
を
見
据
え
な
が
ら
関
係
機

関
と
の
協
議
を
着
実
に
進
め
ま
す
。併
せ

て
、津
嘉
山
公
園
の
用
途
地
域
見
直
し
に

取
り
組
み
ま
す
。

　土
地
利
用
関
係
は
、南
風
原
南
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
照
屋
地
区
と
津
嘉
山

南
エ
リ
ア
の
土
地
区
画
整
理
の
事
業
化
に

向
け
て
、地
権
者
組
織
の
支
援
に
取
り
組

み
ま
す
。

　交
通
計
画
は
、総
合
交
通
戦
略
に
基
づ

き
、生
活
道
路
や
通
学
路
に
お
け
る
安
全

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、モ
ビ
の
実

証
運
行
が
最
終
年
度
に
あ
た
る
こ
と
か

ら
、本
格
運
行
に
向
け
た
検
証
に
取
り
組

み
ま
す
。

予
算
編
成
に
つ
い
て

健
全
な
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

　以
上
、令
和
8
年
度
の
町
政
運
営
に
つ

い
て
の
考
え
方
と
主
要
施
策
の
概
要
な

ど
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

お
わ
り
に

令
和
8
年
3
月
3
日

南
風
原
町
長
　赤
嶺
正
之

テ
ム
の
発
展
を
図
り
、障
が
い
の
有
無
や

年
齢
に
関
わ
ら
ず
、誰
も
が
地
域
の
一
員

と
し
て
互
い
に
支
え
合
う
地
域
共
生
社

会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　町
民
の
健
康
づ
く
り
は
、特
定
健
診
の

受
診
率
向
上
を
目
指
し
、生
活
習
慣
病
予

防
に
重
点
を
置
い
た
保
健
活
動
を
強
化

し
ま
す
。ま
た
、ち
む
ぐ
く
る
館
健
康
増
進

室
を
介
護
予
防・生
活
習
慣
病
の
重
症
化

予
防
の
拠
点
と
し
、運
動
促
進
や
効
果
的

な
情
報
発
信
の
場
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　持
続
可
能
な
国
民
健
康
保
険
事
業
会

計
の
構
築
に
向
け
、給
付
と
負
担
の
バ
ラ

ン
ス
を
図
り
つ
つ
、保
険
者
で
あ
る
県
と

連
携
し
な
が
ら
安
定
的
な
運
営
に
取
り

組
み
ま
す
。

進
し
ま
す
。

況
を
踏
ま
え
た
予
算
編
成
と
な
り
ま
し

た
。　こ

う
し
た
状
況
の
中
に
お
い
て
、第
五

次
南
風
原
町
総
合
計
画
に
掲
げ
た
ま
ち

づ
く
り
目
標
の
達
成
に
向
け
、特
に
教

育
、子
育
て
支
援
、福
祉
分
野
な
ど
町
民

生
活
に
直
結
す
る
施
策
に
重
点
を
置
い

た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　今
後
も
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確

立
に
努
め
、重
要
な
政
策
課
題
に
は
必
要

な
予
算
措
置
を
講
じ
な
が
ら
、メ
リ
ハ
リ

の
効
い
た
町
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

https://www.town.haebaru.lg.jp/
soshiki/5/2147.html

https://www.town.haebaru.lg.jp/
site/gikai/1666.html

3月3日に行われました南風原町議会定例会の冒頭で、町長が施
政方針を表明しました。また、施政方針は町ホームページ又は
町議会議会中継でも確認できます。

施政方針表明の様子（赤嶺正之町長）

令和8年度施政方針 令和8年度施政方針
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“生前贈与の活用”

し尿等処理手数料を値上げします 
南部広域行政組合 糸豊環境衛生課 ☎997-3078問

10kg当たり4円 10kg当たり10円
ご理解、ご協力、よろしくお願いいたします。

4月1日から3月31日まで

汚泥再生処理センター・・・し尿等処理手数料

部長級
野原　義幸
松本　仁志

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

課長級
会計課長（生涯学習文化課長）
総務課長兼選挙管理委員会事務局長（こども課長）
こども課長（税務課資産税班統括班長）
まちづくり振興課長（都市整備課公園整備班長）
産業振興課長兼農業委員会事務局長

野原　　学
渡久地正貴
平良   利也
長嶺　　聡

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・

生涯学習文化課長（学校教育課学校教育班長） 砂川　　敦・・・・・・・・・

（会計課長） 大城美恵子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

與那嶺   健・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

仲村　兼一・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（4月1日付け人事異動）

部長級
経済建設部長
教育部長
議会事務局長兼監査委員事務局長

山城　　実
與那嶺秀勝
赤嶺　　薫

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

班長級等
国保年金課
国保年金課
区画下水道課
翔南幼稚園
住民環境課
津嘉山小学校
北丘幼稚園
北丘幼稚園

眞謝　雅代
具志堅志保
神谷　淳二
桃原　真子
島袋　　健
玉城　聡子
奥浜　弘美
永山　知佳

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

退職（3月31日付け人事異動）

役職定年

　町内の浄化槽からくみ取りしたし尿等は南部広域
行政組合が管理運営する汚泥再生処理センターで処
理しています。この度、施設の経年劣化に伴う維持修
繕費や光熱水費等の用役費の高騰による処理経費が
増加しており、排出者へ適正な負担を求めることを目
的として、4月1日から一般廃棄物し尿等処理手数料
を右記のとおり値上げ改定いたします。

南風原町役場人事異動 総務課 ☎889-4415問

経済建設部長（まちづくり振興課長）
教育部長（産業振興課長兼農業委員会事務局長）
議会事務局長兼監査委員事務局長
（総務課長兼選挙管理委員会事務局長）

（保健福祉課障がい者福祉班長）

❶人件費の状況 (令和6年度普通会計決算)

❷職員の平均給料月額、平均給与月額
　および平均年齢の状況 (令和7年4月1日現在）

歳 出 額
人 件 費
人件費率

18,476,089千円
2,815,190千円 

15.24%
❺職員の初任給の状況 
　(令和7年4月1日現在)(国と同じ)

大学卒
232,000円

高校卒
200,300円

❻特別職の給料•報酬などの状況 
　(令和7年4月1日現在)

退職手当（国と同じ)
支給率
勤続25年
勤続35年
最高限度額
その他
加算措置

自己都合
28.0395か月分
39.7575か月分
47.7090か月分

定年前早期退職特例措置
2%～20%加算

勧奨•定年
33.2708か月分
47.7090か月分
47.7090か月分

区分 給料月額 期末手当
町　長
副町長
教育長

790,000円
645,000円
604,000円

※3.45月分
※加算措置あり

❼職員数状況と増減理由

区分 給料月額 期末手当
議　長
副議長
常任委員長
議　員

350,000円
290,000円
272,000円
263,000円

※3.45月分
※加算措置あり

令和6年度 対前年比
一般行政
教育部門

公営企業等会計
合　計

149
63
18
230

令和7年度
152
60
17
229

3
△3
△1
△1

❸職員手当の状況
期末•勤勉手当(令和6年度支給割合)(国と同じ支給率)

期末手当
2.5か月分

勤勉手当
2.1か月分

❹職員給与の状況 (令和6年度普通会計決算）

扶養手当(令和6年度)(国と同じ支給額)
配偶者
父母など

6,500円
6,500円

10,000円
16～22歳の子 5,000円加算

子

一般行政職
平均給料月額
322,000円

平均給与月額
385,030円

平均年齢
41.1歳

時間外勤務手当 (令和6年度支給額)
支給総額 67,110千円 職員一人あたり 328千円

給与費 (職員数212人)
給料•職員手当•期末勤勉手当 2,144,693千円

住居手当 (国と同じ支給額)
限度額 28,000円

通勤手当

通勤距離2km以上の職員 距離に応じて
2,000円～31,600円

町民の皆さんに職員の給与についてご理解いただけるよう、
その内容をお知らせします。

町職員の給与についてお知らせします

詳しくは
ホー厶ページで
公表します。

総務課 ☎889ｰ4415問
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　4月1日（水）より、町LINE公式アカウントの、リッチメニュー
（トーク画面下部にあるボタン）が増え、さらに便利になりまし
た。暮らしに役立つ情報へ、より簡単にアクセスできるように
なっています。この機会にぜひご登録・ご活用お願いします。

企画財政課 ☎889-0187問

町役場の組織が変わります
組織機構の一部を改め、
より効果的な行政サービスを提供します。

総務課 ☎889ｰ4415問

課の名称変更

●相談窓口など分かりやすい組織づくり
●子育て世帯への包括的な支援体制強化
●安全安心に暮らせるまちづくりの推進

保健福祉課の名称が福祉課に変更となります。

担当窓口の変更（1階→2階）

防災対策班の新設

これまで1階こども課で行っていた下記の業務は、
2階福祉課（☎889-4416）が窓口となります。

こども家庭センターの新設
こども課に「こども家庭センター」を新設します。

町AIオンデマンド交通”mobi”の
予約方法や乗降場所が確認できます。

8月の変更について、詳細が決まりましたら、広報誌や町ホームページ等でお知らせします。

総務課に防災対策班を新設します。

令和8年度の町役場の
組織変更について、

詳細は町ホームページを
ご覧ください。

町LINE公式アカウントが
新しくなりました

4月1日から

4月1日から4月1日から

8月予定

福祉課

総務課

こども課

（旧）保健福祉課

・生活保護相談　・生活困窮相談　・民生委員
・戦没者等援護事務（特別弔慰金）　など

（新）福祉課

mobi 「広報はえばる」や「議会だより」の最新号から
バックナンバーまで読むことができます。広報

道路の不具合をマップや写真で
通報ができます。

みち
通報

町ホームページの
トップページへアクセスできます。

ホーム
ページ

町政
提案箱 町政へのご意見・ご提案を受け付けています。

その他メニューの紹介

ご登録は右のQRから

申請・手続き情報
各種申請書の
確認ができます。

NEW

ごみ出し情報
ごみカレンダーや、

分別一覧を確認できます。

NEW

施設予約
町内の公共施設の
空き情報確認や
予約ができます。

NEW

子育て・福祉情報
妊娠・出産から小中学校まで
の子育てのライフステージに
合わせた情報、福祉に関する

情報を項目ごとに
確認できます。

NEW

町の魅力情報
町の観光情報や

イベント情報、ふるさと納税
に関する情報が
確認できます。

NEW

防災情報
避難所マップや

防災無線で放送された内容、
その他防災に関する
情報が確認できます。

NEW
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北丘小学校 5学年 2月10日

性教育講話
翔南小学校 6学年 2月12日南星中学校 3学年 1月26日・2月16日

北丘小学校 6学年 2月17日

ボランティアに協力いただける方は、ぜひお電話ください。

エコセンターだより

町内在住の方優先で、エコを身近に感じられる体験を毎月開催しています。
お申し込みはエコセンターへ来店、または電話にて予約ください。
※各講座の詳しい持ち物・注意事項は予約の際にお伝えします。

はえばる
はえばるエコセンター ☎889-4425（平日9：00～17：00）問

中央公民館 ☎889-0568問学校応援隊 はえばる

キャリア講話（芸能関係） SDG's講話

　沖縄性教育KPTAS講師より、
思春期の体の変化と心につい
て講話を聞きました。どんな自
分でいたいかということやプ
ライベートパーツについて、
SNS、オンラインゲームの利用
の仕方について事例をみせ、児
童にどれが正しいか問いかけ

ていました。講師から「嫌なことや怖いことが起ったときは大
人に相談すること」「人の力を借りること、助けてと言えるこ
とが勇気のある証拠」と児童に話していました。

図書館だより
開館時間/10:00~19:00(土日17:00まで)
休 館 日/毎週火曜日､第4木曜日､祝日 

★日本を守る強く豊かに／高市早苗
★ギネス世界記録2026／クレイグ・グレンディ
★はじめてさんからのビーズアクセサリー読本／相澤若菜
★さよならジャバウォック／伊坂幸太郎
★PRIZE（プライズ）／村山由佳
★沖縄の本屋さんとおすすめ本ガイドブック／室井昌也
★大人も知らないみのまわりの謎大全／ネルノダイスキ
★そらくんのすてきな給食／竹内早希子

受入予定図書 都合により受け入れが遅れる場合があります
(詳しくは図書館まで)4月 

町立図書館 ☎889-6400問

ホームページは
こちらから

申込みは
こちらからいつでも

どこでも読める
電子図書館

図書館利用案内

制服・学用品のリユース

【期間】1月1日(木)～3月31日(火) 9：00～16：00
【場所】はえばるエコセンター　【料金】無料

　町内の学生のためのリユース活動を行ってい
ます。寄附して頂いた制服や学用品は、町内の学
生に無料で提供しています。

【期間】4月1日（水）～4月28日（火）
【場所】はえばるエコセンター　【料金】無料　【定員】15人

　様々な職業に関
心を持ち将来につ
いて考える機会と
して、チームスポッ
トジャンブルの役
者から講話を聞き
ました。ジェスチャ
ーゲームでは児童
も参加し、良いとこ

ろ、面白かった表現を発表しました。児童から「私もコミュニケ
ーションや体調管理を大切にし、人を笑顔にする仕事をしたい
です」と感想がありました。

▲ジェスチャーゲームで盛り上がる
　TOTO株式会社の社員より、SDG'sの取り組みについて
講話を聞きました。また、環境に配慮した製品づくりの中で
生まれた節水技術を実験し歓声があがりました。児童から
「私たちにできる簡単なことから節水に協力し、環境問題も
なくせるようにしたいです」と感想がありました。

▲節水を可能にした水流実験 ▲児童からのお礼の言葉

　高校入試に向け、面接の準備を万
全にすることを目的に「模擬面接」
を実施しました。講師からは「一人
1人良い物を持っているので、自信
を持って答えてほしい」との励まし
の言葉があり、生徒たちは、緊張し
ながらも講師の温かいアドバイス
を受け、充実した練習の時間となり
ました。この経験を本番に生かし
て、それぞれの力を充分に発揮して
くれることを期待しています。

▲特色選抜面接指導講師の皆さん

▲一般選抜面接指導講師の皆さん

▲沖縄性教育KPTAS講師

著：犬丸幸平

　2026年第24回『このミス
テリーがすごい！』大賞・大賞
受賞作
　紫禁城で起こる密室殺人事
件に溥儀と日本人絵師が挑
む！ 身分も国も超えた人々
の友情×歴史ミステリー

　図書館では、本を無償で貸出ししています。従来
の図書館（紙の本）と電子図書館の両方があります。

『最後の皇帝と謎解きを』
ピックアップ図書
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縄
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が
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問

与論島の浜下り

模擬面接（指導)

生地の譲渡会
　月桃のエキスが入ったふわ
ふわのスキンケアクリームを
作ります。
【講師】當間美香 氏
【日時】4月23日（木）
　　　14：00～16：00
【場所】はえばるエコセンター
【料金】1,000円　
【定員】6人

月桃スキンケアクリーム作り

【もらいたい方】以下を確認してエコセンターにお問合わせまたは直
接お越しください。 ①サイズ②使用する生徒の身分証

【日時】4月21日(火)・22日(水)10：00～16：00
【場所】はえばるエコセンター　【料金】無料

ミシンDay

【寄附してくださる方へ】衣類は洗濯後シワのない状態での寄附をお願
いします。リユースできない状態の物はお返しする場合があります。

●小学校の体育着、式服、学用品
●中学校の制服、ジャージ、体育着　●高校の制服

町内に在住、在勤、在学の方
住所、本人確認のできるもの

対　象

5点／貸出期間：2週間
3点／貸出期間：2週間

紙の本の貸出冊数
電子図書館貸出冊数

必要書類
（免許証・住民票・保険証・学生証等）

※在勤の方は、保険証に会社名表記のあるものや社員証
　などの在勤を証明できるものが必要です。    

電子図書館は年中無休、24時間ご利用いただけます。

はえばるエコセンターの家
庭用ミシンを自由に使える
日です。(※ミシンを教える
会ではありません。)ミシン
の基本操作の本も用意して
います。事前予約も受け付
けていますが、当日の飛込でも空いてたら使えます。

ご自宅で眠っている使わな
くなった生地やハギレを次
の方に譲りませんか？
【あげたい方】
レジカゴ、またはレジカゴサ
イズぐらいの箱に入れエコセ
ンターに預けてください。
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高齢者向け外出支援
　70歳以上で町民税非課税世帯の高齢者の経済的負担の軽減や日常生活の利便
性向上を図るため、タクシーの初乗り運賃相当額600円を助成します。

600円（タクシーの初乗り運賃相当額）のチケットを1世帯につき
1月4枚交付します。

福祉課 ☎889-3534問

母子及び父子家庭等医療費助成の
対象者が拡大されます
　心身に中程度以上の障害を有する18歳以上20歳未満の児童とその児童を養育する保護者
の対象年齢をその児童の20歳になる月の末日まで拡大します。すでに母子及び父子家庭等医
療費受給されている方で拡大の対象になる方に関しましては、新しい受給者証が届きました
ら現在お手元にあります受給者証を各自で破棄して頂き、新しく届きました受給者証をご利
用ください。また、現在母子及び父子家庭等医療費助成を受給しておらず今回の拡大の対象に
なる方は、こちらから申請の案内をお送りしますので届きましたら必要書類とあわせて申請
をお願いします。詳しくはホームページをご確認ください。

こども課 ☎889-7028問

利用期限

容 内

70歳以上の町民非課税世帯(施設入所者を除く)で自家用車が無く、
町内に協力的な親族がいない高齢者対 象

令和9年3月末まで 申込期間 令和8年4月1日～ 申込方法 役場2階 福祉課（②番窓口）

※20日以降の申請の場合は、翌月分から交付。

税務課資産税班 ☎889-4413問

総務省沖縄行政評価事務所行政相談課 ☎0570-090110問

　縦覧制度は、納税者の方が自分の固定資産（土地・家
屋）の評価額について、周辺の固定資産（土地・家屋）の
評価額と比較して、評価額が適正であるかどうか確認
するための制度です。

　行政の仕事に関する苦情や要望等について行政相談員が
相談に応じ、その解決や実現を促すとともに、皆さんの声を
行政に役立てるものです。秘密厳守です。
　「どこに相談したらよいか分からない」、「役所に申請した
が、手続きが進まない」など、まずはご相談ください。

検査申請書の
提出について

困ったら一人で悩まずお気軽に行政相談

土地・家屋価格等
縦覧帳簿の縦覧

産業振興課 ☎889-4163問

期 間 4月1日（水）～4月30日（木）
対 象 固定資産税の納税義務者または納税管理者、代理人

（代理人の場合は委任状が必要）
※固定資産が免税点未満の所有者は縦覧できません。
※本人確認のためマイナンバーカード等を持参してください。

場 所 税務課（役場2階）

日 時 4月20日（月） 13:00～16:00
場 所 総合保健福祉防災センター

（ちむぐくる館）相談室
料 金 無料
対 象 町民

詳しくは
こちらから

地方創生臨時交付金を活用した
物価高騰対策事業を実施します

　物価高騰の影響を受けている町民や事業者の経済的負担を軽減する
ため、上水道料金の基本料金を3カ月分減免します。

水道料金の基本料金の減免

　食料品等の物価高騰の影響を受けている生活者等に対する支援を
するため「はえるん商品券」の無料配布を実施します。

はえるん商品券（1万円）

対象者 町民及び事業者
減免額 3，687円（基本料金：1，229円（税込）×3か月）※臨時用は含みません。 

本事業に関すること
区画下水道課 ☎889-2508
水道料金に関すること
南部水道企業団 経営課 ☎998-2151

期 間 令和8年5月分（4月使用分）から令和8年7月分（6月使用分）

対象者 令和8年3月1日時点で南風原町に住民登録のある方 配布額 1人当たり10,000円分
利用期間 令和8年5月1日（金）～令和8年8月31日（月）
利用方法 世帯主宛にお送りする引換通知はがき（1世帯1通）と

身分証明書を持参の上、引換所にて引換通知はがきと
商品券を引換。

申請方法 不要

※水道料金が家賃等に含まれている共同住宅等の入居者の方については、
　水道使用契約者である大家もしくは管理会社等との間でご相談ください。

※引換通知はがきは4月下旬から5月中旬まで順次発送いたします。
※詳細につきましては、広報5月号及び町ホームページ（4月末予定）にて御案内いたします。

問

引換通知はがきに関すること
産業振興課 ☎889-4430
商品券に関すること
町商工会 ☎888-4477

問1

2

「緑の募金」のお願い
産業振興課 農政班 ☎889-4163問

国民年金保険料の
学生納付特例申請
受付開始
国保年金課 ☎889-1798問

沖縄県農協　南風原支店　普通　０４９７７０１
口座名義：南風原町緑化支部長（ハエバルチョウリョクカシブチョウ）
振込先住所：南風原町字兼城686番地

【募金期間】4月30日(木)まで
※役場産業振興課窓口でも募金を受け付けております。

募金の振込先

　「緑の募金」は、自治会や学校の緑化活
動、花の無料配布イベント等に活用され
ています。昨年は1,600,920円の募金
が集まりました。今年も「緑の募金」へ
のご協力をよろしくお願いします。

　日本国内に住むすべての方は、20歳になった時から
国民年金の被保険者となり、保険料の納付が義務づけ
られていますが、学生には申請により在学中の国民年
金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」が
設けられています。
　申請は、窓口申請のほか、「マイナポータル」からマ
イナンバーカードを利用して電子申請が可能です。詳
しくは日本年金機構のホームページをご覧ください。
※学生納付特例の承認を受けた期間は、10
年以内であれば保険料をさかのぼって納
めること（追納）ができ、追納することで将
来受け取る年金額を増額することができ
ます。
申請対象期間 令和8年4月～令和9年3月

受付開始日

受付場所
必要書類

令和8年4月1日（水）受付時間 平日8:30～17:15

役場1階 国保年金課 
①身分証（例:運転免許証、マイナンバーカード）
②在学期間のわかる学生証のコピー

詳しくは
こちらから

（裏面に有効期限、学年、入学年月日の記載がある場
 合は裏面のコピーも含む）または在学証明証（原本）

水道料金減免
について

詳しくは
こちらから

　移動制限の対象となる果実を県外に出荷する場合、
移動検査を受ける必要があります。検査を受ける1か
月前には検査申請書を産業振興課窓口
か、JAに提出する必要があります。既に
提出済みの方も、栽培する畑や品目に追
加、変更がある場合は、再度申請が必要
になります。詳しくはホームページまた
は産業振興課までご確認ください。

セグロウリミバエによる出荷規制に伴う



vol.575　2026.4.1　広報はえばる広報はえばる　2026.4.1　vol.57515 14

南風原町ペアレント・プログラムのご案内

南風原町体育大会(夏季大会）始まります

与那覇まち歩きツアー 手話奉仕員養成講座
入門編受講生募集

町体育協会 ☎889-2620問

町観光協会 ☎851-7273問

福祉課 ☎889-4416問

　子育てに難しさを感じる保護者を対象に、子どもの“得意なこと”や“苦手なこと”を『行動』で理解し、より良い親子のコミュ
ニケーションを育てる方法を学ぶ全6回の講座です。参加者同士の話し合いを通して、楽しく子育てをするポイントを学ぶきっ
かけや、子育ての仲間を見つける機会につなげます。

　今年も4月から南風原町体育大会 球技大会が始まります。
皆さんのご参加をお待ちしております。

　字与那覇は、浦島伝説（ウサン
シー）が伝わる地域です。ウサン
シー屋敷跡である（ウドゥング
ワー）やウサンシー眠っているウサ
ン嶽など説明を聞きながら巡る予
定です。その他、ノロ殿内・井戸・拝
所なども行程に含まれています。ご
参加されて一緒に与那覇地域の史
跡・歴史を学びませんか。

　聴覚障がいや、聴覚障がい者の生活及び関連する福祉制度
等についての理解と認識を深めるとともに、手話で日常会話
を行うに必要な手話語彙及び手話表現技術を習得します。

※参加希望の方は、お近くの公民館へお問い合わせください。 ※柔道、相撲、
ウエイトリフティングへの参加ご希望の方は、体育協会までご連絡くださ
い。※競技スケジュールは決定次第、ホームページでご案内します。 ※毎月
1～15日を上旬、16日～末日までを下旬として表記しています。

集団健診日程について（予約制）

国保年金課（ちむぐくる館） ☎889-7381問健診を受けよう

【対象】●特定健診
●長寿健診
●一般健診

【料金】無料

40歳～74歳の国民健康保険の加入者

【予約】●個別健診

●集団健診 下記のとおり

(特定・長寿・一般）

【料金】無料 (一般･特定･長寿健診）

【申込】沖縄県健康づくり財団 
☎889-6492

（受付8:30～12:00、13:00～16:00）
5月26日（火）

6月24日（水）

8月2日（日）

9月8日（火）

10月24日（土）

11月17日（火）

12月8日（火）

1月16日（土）

1月24日（日）

○

○

○

○

○

×

○

○

○

4月16日(木)・17日(金)

5月18日(月)・19日(火)

6月25日(木)・26日(金)

7月30日(木)・31日(金)

9月14日(月)・15日(火)

10月15日(木)・16日(金)

10月29日(木)・30日(金)

8:30～
10:30

8:30～
10:30

17:30～19:00
ナイト健診

ち
む
ぐ
く
る
館

12月14日(月)・15日(火)

後期高齢者医療保険の加入者
・20歳～39歳の町内にお住まいで職場
 などで健診を受ける機会の無い方
・生活保護受給の方

おこめ券

令和8年度

県内約300か所以上で受診できます
。医療機関へ直接ご連絡ください。

※健診を受診するには、受診券が必要です。令和8年4月上旬に各種受診券
を郵送予定となっていますが、届く前に受診したい方や受診希望で5月
になっても届かない方は、ちむぐくる館までお問い合わせください。

健診日 電話予約期間 受付時間 健診会場 胃がん
検診

※集団健診は予約制です。定数に達し次
第、受付終了となります。
※集団健診については、社会保険加入の被
扶養者の方も受診することができます。
（加入先にご確認ください）
※国民健康保険特定健診対象者はWeb予
約も可能です。詳しくは町ホームページ
をご確認ください。
※電話予約日を過ぎた場
合は、ちむぐくる館
（889-7381 平日8:30
～17:15）へご連絡く
ださい。定員に達する
まで予約が可能です。

【4月下旬】●野球 ●ソフトテニス
【5月上旬】●野球決勝 ●卓球
【5月下旬】●サッカー ●バドミントン ●剣道
【6月上旬】●バスケットボール ●ボウリング ●バレーボール
【6月下旬】●ハンドボール ●ソフトボール ●ゴルフ

日 時 4月25日（土） 

期 間 入門編:令和8年5月13日(水)～令和9年3月3日(水)
基礎編:令和9年4月頃～令和10年3月頃
毎週水曜日の19：00～21：00

場 所 南城市(13回)、八重瀬町（13回）、南風原町(13回)

対 象 町内在住在勤在学者で2年間受講可能な方
定 員 10人 申込期限 令和8年4月22日(水) 17:00まで

料 金 テキスト代4,300円、
インターネットクラウド教材2,000円程度

集合場所 与那覇公民館
時 間 10：00～12：00（9：45集合）
参加費 大人（高校生以上）：1,500円　

小中学生：1,000円　未就学児：無料  

こどもセンターゆいまわる
〒901-1102 南風原町字宮城29番地　Tel：098-851-7897　Fax：098-901-4415　E-mail：info＠yuimawaru.com
南風原町民生部 こども課こども家庭班
〒901-1195 南風原町字兼城686番地　Tel：098-889-7028　Fax：098-889-7657　E-mail：H8897028@town.haebaru.lg.jp

定 員 15人（要予約）
※お土産付き

※詳しくはホームページでご確認ください。

問い
合わせ

詳しくは
こちらから

申し込みは
こちらから

日 程 全6回：令和8年5月15日(金)、5月22日(金)、6月5日(金)、
　　　 6月19日(金)、7月3日(金)、7月17日(金)

時 間 10:00～11:30(受付9：45～)
場 所 中央公民館2階 第1・2研修室 料 金 無料
定 員 10人

対 象 ・町内在住の3歳児～低学年（小学校１・2年生）の
  子どもの保護者。
・子育てに難しさを感じており、継続した全6回の
  プログラム受講が可能な方。
※託児も相談に応じます。ただし、定員に限りがあるので
　申込多数の場合はお断りすることがあります。※定員を超える申込みがあった場合は、選考により参加者を決定します

申込期限 4月24日(金)まで申込方法 郵送、電話、FAX、メール、QRコード
※QRより申込ページにて必要事項を記入し申し込みを行うか、参加申込書を記入しこどもセンター
　ゆいまわるまたは役場こども課に直接提出するか、FAX、メール、郵送にて提出してください。 
※電話での問い合わせは｢ペアレント･プログラムについて｣とお伝えください。

夜
開
催

がん検診（人間ドック）の契約医療機関の変更について
令和8年度から、南風原町のがん検診受診券を使用して、那覇市立病院での受診ができなくなります。
※特定健診や長寿健診等の一般健診については引き続き受診可能です。

　定期的（1年に一度）に健診を受けることで、病気の早期発見につながります。健
診は無料で受診ができますので、早めに受診しましょう。なお、40歳～74歳の国民
健康保険加入者については健診を受診した方へ「おこめ券」を進呈しています。

詳しくは
こちらから

お知らせ
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意思決定支援研修会
福祉課 ☎889-3534問

　2月18日(水)、中央公民館ホールにて、成年後見制度支援
者向け研修会「意思決定支援をみんなで学ぼう！考えよ
う！」を開催しました。当日は、障がい分野・高齢分野の支
援者約40名が参加し、講師に社会福祉士の宮田英治氏をお
招きしました。意思決定支援の基本的な考え方についてご
講義いただいたほか、グループワークでは事例を通して本
人の気持ちを考え、支援者としてできることについて意見
を交わしました。参加者からは、「本人の意思を尊重し、支
援者が一人で抱え込まず、本人やチームで協力して進めて
いくことが大切だと感じ
た」「本人の強みや意思決定
支援のプロセスを大事にし
ながら、日々の業務に活か
していきたい」といった感
想が寄せられ、学びの多い
研修会となりました。

はえばるお宝発表会
福祉課 ☎889-3534問

　2月13日(金)に、ちむぐくる館ホールにて「広げてつなご
う！支え愛の輪～はえばるお宝発表会～」を開催し、約50
名の方が参加しました。地域で大切に育まれている活動を
紹介し、つながりや支えあいが孤独・孤立の防止につなが
ることをあらためて確認しました。また、一人ひとりが役
割を持ち社会参加することが生きがいや安心感につなが
り、結果として地域の活性化や介護予防にもつながること
を参加者全員で共有しました。今年は、宮城の「さわやか体
操クラブ」、山川の「山川メーンター原会」がお宝として認
定されました。これか
らも、誰もが安心して
暮らし続けられるまち
を目指し、地域の皆さ
んとともに取り組みを
進めてまいります。

第38回子ども会まつり南風原町劇団海
地域おこし功労受賞

第39回
親子野球南風原町大会

生涯学習文化課 ☎889-0568問
　1月24日(土)・31日(土)に第39回親子野球南風原町大会
（主催：町子ども会育成連絡協議会）が本部公園野球場他3か
所で行われ、12の親子チームが参加しました。優勝は新川ダ
イヤモンズ子ども会チーム、準優勝は宮兼ビギンズ子ども会
Aチーム、3位は南風原スターズH子ども会チームと津嘉山少
年野球Z子ども会チームでした。試合では、普段の大会では見
られない親子のファインプレーに大歓声が上がり、熱戦が繰
り広げられました。
　また本大会には、
オキコ株式会社様よ
り協賛として250個
の菓子パン提供があ
りました。ご協力い
ただきありがとうご
ざいました。

生涯学習文化課 ☎889-0568問

横浜DeNAベイスターズに
特産品「スターフルーツ」贈呈

町商工会青年部
クリーンアルクエスト

町商工会 ☎889-6121問
　2月14日（土）、町中央公民館を拠点に、町商工会青年部
主催の「クリーンアルクエスト」が開催されました 。
　本事業は、若き事業家の集いである青年部が、地域振興
発展および社会福祉の増進を目的として企画したもので
す。当日は多くの皆さんにご参加いただき、参加者同士の
異業種交流、健康促進のためのウォーキング、そして日頃
お世話になっている町内への恩返しとしての地域清掃活
動を組み合わせ
た、青年部らしい
活気ある事業と
なりました 。

しまくとぅば県民大会
文化センター ☎889-7399問

　1月17日(土)に、「第30回しまくとぅば語やびら大会」が
糸満市のくくる糸満で開催され沖縄県内の各地区から総
勢16組が揃い、那覇・南部地区大会の代表として宮平出身
の井上湊心美さん（北丘小学校3年）が出場し、演題「いっぺ
い好ちゅるおじー」を発表し多くの声援を受けました。

　2月17日（火）、南風原町、JAおきなわ南風原支店、津嘉
山支店は、横浜DeNAベイスターズのキャンプ地、ユニオ
ンですからスタジアム宜野湾を訪問し、今年も勝ち”星”を
取るよう願いを込めて、南風原町の特産品「スターフルー
ツ」を相川 亮二監督に贈呈しました。

金城清さん指導者表彰受賞
　永年にわたり子どもたちの健全育成とスポーツ振興に
尽力された津嘉山バレーボールクラブの金城清さんが、こ
のたび「沖縄県スポーツ少年団指導者表彰」を受賞されま
した。多年にわたる指導者としての情熱と多大な貢献が認
められたもので、今後のさらなる活躍が期待されます。

教育総務課 ☎889-2620問

学校教育課 ☎889-6181問

消毒液寄贈に
教育長より感謝状贈呈

　2月3日(火)、教育長室にて、イカリ消毒沖縄株式会社様
から寄贈された消毒液に対する感謝状贈呈式を行いまし
た。同社より、教育施設の衛生環境向上のため、消毒液一斗
缶22缶をご寄贈いただき、町内の幼稚園、小・中学校で活
用します。

産業振興課 ☎889-4163問

いのうえ み な み

し

（左から）
横浜DeNAベイス
ターズ 相川 亮二 
監督、JAおきなわ
津嘉山支店 照屋 行
也 支店長、JAおき
なわ南風原支店 大
城 学 副支店長、赤
嶺 正之 町長、はえ
るん

町観光協会 ☎851-7273問
　町観光協会が運営する、南風原町劇団｢海｣は、地域住民
や団体と連携し、民俗芸能や伝統文化を取り入れ、南風原
町の偉人を題材とした舞台公演を平成29年から継続的に
実施し、町の魅力や歴史を町内外へ発信しています。2月
19日（木）に沖縄県
町村会より地域創
生に向けた地域お
こしに尽力したと
して、地域おこし功
労を受賞しました。

2月2日 田場 末子 様（宮城）より 100,000円 
故夫・田場 義信 様の香典返し

た　ば　 す え こ

たば よしのぶ

2月24日 名幸 久行 様（津嘉山）より 50,000円 
故妻・名幸 映子 様の香典返し

なこ う ひさゆき

なこう えいこ

2月27日 金城 保盛 様（神里）より 100,000円 
故妻・金城 美江子 様の香典返し

一般寄附として

きんじょう やすもり

2月27日 匿名希望 様より 2,000円 

きんじょう  み え こ

寄附
ありがとう
ございました

　3月15日（日）に、町子ども会
育成連絡協議会の第38回子ど
も会まつりを開催しました。
　5種類のゲームをチームで
競い合い、またパンくい競争
を行って盛り上がりを見せま
した。

有限会社アカミネ 様より 

写真左から金城郡浩教育長、
有限会社アカミネ 代表取締役社長 名嘉 健二様

300,000円の寄附がありました。
3月5日

な か  けんじ

教育委員会への寄附 社会福祉協議会への寄附
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日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

17:30~19:00
役場1階 
住民環境課(①番窓口)
住民環境課 ☎889-4414

時
場

問

マイナンバーカード
夜間窓口(要予約) P20

8:30～20:00
町役場1階町民ホール
選挙管理委員会
☎889-4253

時
場
問

南風原町長選挙
（期日前投票） P20

南風原町長選挙
（告示日） P20

8:30～20:00
町役場1階町民ホール
選挙管理委員会
☎889-4253

時
場
問

南風原町長選挙
（期日前投票） P20

8:30～20:00
町役場1階町民ホール
選挙管理委員会
☎889-4253

時
場
問

南風原町長選挙
（期日前投票） P20

町立幼稚園
入園式

町立小・中学校
入学式

町制施行日(昭和55年)

8:30～20:00
町役場1階町民ホール
選挙管理委員会
☎889-4253

時
場
問

南風原町長選挙
（期日前投票） P20

7:00～20:00

選挙管理委員会
☎889-4253

時
場

問

南風原町長選挙 P20

17:30~19:00
役場1階 
住民環境課(①番窓口)
住民環境課 ☎889-4414

時
場

問

マイナンバーカード
夜間窓口(要予約) P20

10:00～12:00（9:45集合）
与那覇公民館（集合）
町観光協会 ☎851-7273

時
場
問

与那覇
まち歩きツアー P1513:00～16:00

ちむぐくる館相談室
沖縄行政評価事務所
行政相談課 
☎0570-090110

時
場
問

行政相談 P13

固定資産税1期
税務課 ☎889-0523問

納付期限

年 月 町民カレンダー

5,000円定額乗り放題プラン

2,500円回数券プラン

詳しくは
QRから

（6回分）

ひとり5,000円加入で、
3人まで500円で30日乗り放題

グループ会員

500円ワンタイムプラン 1回

8:00～20:00／3台運行
平　日

土日祝日

10:00～19:00／1台運行

mobiの運行時間のお知らせ

のお得な使い方
ひとり5,000円加入で、
3人まで500円で
30日乗り放題

mobiの実証運行期間が
令和8年度で最終年度となります
こどもだけでも かんたん利用♪安全・安心♪

グループで
使えば

節約効果
抜群

お住まいの地区によって
決められています
入場券はがきをご確認ください


